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的
な
編
集、

構
成
に

負
う
と

こ

ろ

が

大
き

い

よ

う

に

思
う

。

　

本
書
の

い

く
つ

か

の

講
義
は
、

「

陰
陽
道
」

と

い

っ

た

括
り
の

論

考
と

し

て

ふ

さ

わ
し
い

の

か

疑
問
に

感
じ

る

の

と

同
時
に
、

マ

ン

ガ
・

映

画
等

を

含
む

現
代
的
状
況
の

中
で
、

陰
陽
道
・

陰
陽
師
を
緩
や

か

に
、

そ

し
て

結
果
と

し

て

深
く
理
解
す
る

ト

で、

す
ぐ

れ

た

論
考
で

あ
る
こ

と

も

充
分

認
め

ら

れ

る

も

の

で

あ
る
。

　

本
講
義
の
】

つ

一

つ

が
、

大
学
学
部
の

専
門
課
程
〜
大
学
院
修
士

課
程

に

お

け

る

通

年
｝

科
目
分
に

充
分

値
す

る

も

の

で
、

「

専

門
的
か

つ

本
格

的
な

陰
陽
道

研
究
へ

の

入
門

書
」

（
「

は

じ

め

に
」

）

と

い

っ

た

編
集
の
［
日

的
は

十
二

分
に

達
せ

ら

れ

て

い

る
。

　

不
肖
な

が

ら

も、

本
書
の

全

講
義
を
履
修
し

た
一

受
講
生
の

願
い

と

し

て

は、

紙
上
講

義
ば
か

り
で

は

な

く、

で

き

れ

ば

指
導
付、

関
連
の

史
跡

踏
査
等
を

含
む
、

生
の

講
義
を
企
画
し

て

欲
し

い

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

研
究
成
果
を
一

方
的
に

教
授
す
る

と

い

っ

た

段
階
よ

り、

関
心
を
寄
せ

る

だ

れ

と

で

も

資
料
と

研
究
を
共
有
し

て
、

対

話
す

る
、

と

い

っ

た

こ

と

は

言
う

は

安
く

、

実
践
の

難
し

い

営
み

で

あ

る

が
、

マ

ン

ガ
・

映
画
ま

で

を

射
程
に

収
め

る

視
野
の

広
さ

を

持
つ
、

本
書
の

編

集
者
及
び

研

究
者
の

面
々

で

あ
れ

ば、

ま

た
、

陰
陽
道
を

通
し

て

精
神
世
界
に

大
き

な

関
心
が

も

た

れ

て

い

る

今
こ

そ
、

可
能
で

あ

ろ

う

と

期
待
す

る

の

で

あ
る

。

白
川
千
尋
著

『

カ

ス

ト

ム
・

メ

レ

シ

ン

　
　
　
　

　
オ
セ

ア
ニ

ア

民

間
医
療
の

人

類
学
的
研
究

』

風

響
社
　
二

〇
〇
一

年
｝
】

月
二

〇
日

刊

A5

判

　
二

四
一

頁
　
六
〇
〇
〇
円

＋

税

東

賢

太

朗

　

書
評
の

依
頼
を
引
き

受
け
る
一

年
ほ
ど

前
に
、

評
者
は

本
書
『

カ

ス

ト

ム
・

メ

レ

シ

ン
』

を
、

フ

ィ

ー
ル

ド

ワ

ー

ク

先
の

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

と
あ
る

地
方

都
市
で

読
了
し

た
。

呪
術
や

呪
医
に

関
す

る

自
ら

の

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

経
験
と

重
ね

合
わ

せ

な
が

ら

読
み

終
え

た

後、

評

者
は

本

書
を、

一
，

他
者
」

の

行
い

の

「

リ

ア
リ

テ

ィ
」

を

「

民
族

誌
」

と

し

て

描
く
上

で、

模
範
と

な

り

つ

つ

も

乗
り
越
え

な

け

れ

ば
な

ら

な

い

モ

デ
ル

と

し

て

切
実
に

受
け

止
め

た

こ

と

を

鮮
明
に

覚
え

て

い

る
。

　

本
書
は

す

で

に、

二

人
の

医
療
人

類
学
者
に

よ

る

書
評
が

な

さ

れ
て

お

り、

そ

の

こ

と

白
体、

医
療
人

類
学
の

分
野
に

お

け

る

本
書
の

重

要
性
を

示
す
も

の

で

あ
る

と

考
え

ら

れ

る

（
池
田

光

穂
「

書
評
”

白
川

壬

尋
著

「

カ

ス

ト

ム

・

メ

レ

シ

ン

　
　

オ

セ

ア
ニ

ア

民
間

医
療
の

人

類

学
的
研

究
」

」

『

ア

ジ

ア

経
済
」

第
四

十
三

巻

第
七

号、

二

〇

〇一
．

年。

星

野
晋

「

書
評
H

白
川
千
尋
著
『

カ

ス

ト
ム
・

メ

レ

シ

ン

ー
オ
セ

ア
ニ

ア

民
間

医
療
の

人
類
学
的
研
究
』

」

同

民
族
学
研
究』

第
六

十
七

巻
第
四

号、

二

〇

〇
三

年）
。

本
書
は、

「

西
洋
医
療
と

民
間
医
療
を

そ

れ

ぞ

れ

独
立
し
た
体

系
と

位
置
づ

け
」

て

き

た
こ

れ

ま

で

の

民
間
医
療
に

関
す

る

人
類

学
的
研

468〔684）
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書評 と紹介

究
を
批

判
し、
「

西
洋
医
療
と

民
間

医
療
の

相
互
関
係

や
人

々

に

よ

る

西

洋
医
療
の

受
容
と

そ

れ

に

対
す
る

評
価
」

に

注
日
す

る
（
一

四

頁）

こ

と

に

よ
り、

西
洋

医
療
と

近

代
医
療
の

関
係
性
を
視
野
に

入
れ

た

野
心
的
な

医
療
人
類

学
的
研
究
と

な
っ

て

い

る
。

ま

た、

長
期

間
の

フ

ィ

ー

ル

ド
ワ

ー

ク

（
一

九
九
五

年
か

ら
．

九
九
六
年
の

十
一

ヶ

月

間
）

に

よ
っ

て、

当

該
地
域
の

医
療
体
系
に

加
え
、

精
霊
・

死
霊
・

邪
術
へ

の

信
仰

や
称
号
を

中
心
と

す

る
社
会
構
造
も
描
き
出
し

た

ト

ン

ゴ

ア

島
の

エ

ス

ノ

グ
ラ

フ

ィ

ー
と

い

う
側
面
も

併
せ

持
つ

こ

と

も

忘
れ

て

は

な
ら

な
い

。

　

本
書
に

は、

「

オ

セ

ア
ニ

ア

民

間
医
療
の

人
類

学
的
研
究
」

と

い

う

副

題
が

つ

け
ら

れ

て

い

る
。

ま

た

本
書
の

基
に

な
っ

た

学
位
請
求

論
文
（
一

九

九
八

年
三

月
に

総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
学
研
究
科
よ

り

博
士

（
文

学）

の

学
位

を
授

与）

は、

「

カ

ス

ト

ム

・

メ

レ

シ

ン

　
　
ヴ
ァ

ヌ

ア

ツ

共

和
国
ト

ン

ゴ

ア

島
民
の

民

間
医
療
お

よ

び
民

間

医
療
観
の

現
代
的

位

相
」

と

い

う

題
日
で

あ

る
。

そ

こ

か

ら

も

明
ら

か

な
よ
う
に、

地
域
と

し

て

は

オ

セ

ア
ニ

ア
、

中
で

も

ヴ

ァ

ヌ

ア

ツ

共

和
国
の

ト

ン

ゴ

ア

島
の

い

く

つ

か

の

集
落
が

事
例
と

し

て

扱
わ
れ
て

い

る
。

し

か

し
、

同

時
に

、

そ

の

民
族
誌
記
述
は

単
な

る
一

地

域
の

事
例

報
告
に

と

ど

ま
ら

ず、

「

民

間
医

療
」

お

よ

び

「

近

代
／

伝
統
」

と

い

う

よ
り

広
範
な
問
題
系
を
見
据
え

て

書
か

れ
て

も
い

る
。

そ

の

点
で

本
書
は、

他
地
域
で

あ
る

フ

ィ

リ
ピ

ン

の

呪

術
的

諸
実

践
を

対
象
と

し

て

研
究
す
る

評
者
に

と
っ

て

も

非
常
に

示

唆

的
な

も

の

で

あ
っ

た
。

以
下

、

各

章
ご

と

に

概
要
を

紹
介
し

た

後、

評

者

が

共
有
す
る

こ

と

の

で

き
た

地
域

間
を
横
断
す
る

本
書
の

問

題
関
心
に

依

拠
し

て

評
し

て

い

く

こ

と

に

す

る
。

序
章
で

は、

 
ト

ン

ゴ

ア

島
民
の

民
間
医
療
の

民

族
誌
提
示
と、

西
洋

医
療
と

の

関
係
を

ふ

ま

え

た

民

間
医
療
観
の

考

察、

 
人
類

学
的
研
究
に

お

け

る
伝
統
的
な

事
象
と

西
洋

的
な

事

象、

あ

る
い

は

伝
統
と

近
代
の

関

わ

り

合
い

に

つ

い

て

の

考
察、

と

い

う

明
快
な
二

つ

の

目
的
が

提
示
さ

れ

る
。

そ
の

L
で、

先
行
研
究
の

検
討
か

ら

仮
想
敵
と

し

て

析
出
さ
れ

る

の

が、

著
者
が

「

棲
み

分
け
」

論
と

呼
ぶ

議
論
で

あ
る。

こ

れ

は
、

西
洋
医

療
と

民
間
医
療
の

間
に

は

摩
擦、

軋
轢、

淘
汰

な
ど

の

関
係
は

な
く、

超

自
然
的
病

因
に

よ

っ

て

引
き

起
こ

さ

れ

る

病
気

を
民

間
医

療
が、

そ

れ

以

外
の

病
因
に

よ

る

病
気
を
西
洋
医
療
が
対
処
す

る
と

い

う、

領
域
を

異
な

ら

せ

た

並

存
状
況
に

つ

い

て

の

議
論
で

あ
る

。

そ
れ

に

対
し

、

著
者
は

二

つ

の

問
題

点
を

指

摘
す

る
。

一

点
目
は

、

民
間
医
療
の

複
雑
で

神
秘
的
な

超
自

然
的
病
因
に

対
す

る

治
療
技
術
に

注
口
す
る

あ
ま

り
、

薬

草
や

マ

ッ

サ

ー

ジ、

外
科
的
技
術
に

よ

る

療
法
な
ど

の、

民
間
医
療
内
部
の

多

様
性

へ

の

配
慮
が
欠
如
し
て

い

た

こ

と
。

二

点
目
は、

人

々

に

よ
る

メ

デ
ィ

ア

や

移

動
を

通
じ
た

西
洋

医
療
と

民
間
医
療
に

関
わ
る

情
報
の

入

手
と

そ

の

認

識
形
成
を

見
落
と
し

て

き

た

こ

と

で

あ
る

。

こ

の

二

点
に

つ

い

て

は
、

そ

れ

ぞ

れ

四
章
と

五

章
で

詳
し

く
扱
わ
れ
て

い

る
。

　

第
］

章
「

西
洋
医
療
と

民
間

医
療
の

選
択
」

で

は、

ト

ン

ゴ

ア

島
民
の

西
洋
医
療
と
民
間
医
療
の

選
択
・

利
用
に

つ

い

て
述
べ

ら

れ
て

い

る
。

ト

ン

ゴ

ア

島
に

お

け

る

病
気
へ

の

対
処
法
は

、

ホ

ス

ピ

タ
ル

・

メ

レ

シ

ン

と

カ

ス

ト

ム

・

メ

レ

シ

ン

の

二

つ

の

カ

テ

ゴ

リ

ー

で

認
識
さ

れ

て

お

り、

著

者
に

よ

れ

ば
、

そ

れ
ぞ

れ

西
洋

医
療
と

民
間
医

療
に

該
当
す

る
。

西

洋
医

療
の

医
療
施
設
に

は、

私
立

病

院
、

病
院、

保
健
所

、

施
薬
所、

エ

イ
ド

ポ

ス

ト

が

あ
り、

そ
の

ほ

か

に

市
販

薬
も

利
用

で
き

る。

ま
た、

病
院
や

保
健
所、

医
師
数
の

減
少
な
ど、

ヴ

ァ

ヌ

ア

ツ

の

西

洋
医
療
の

状
況
が

独

立

以

降
悪

化
し

て

い

る

こ

と

も

指
摘
さ
れ
て

い

る
。

一

方、

民
間
医
療
の

（685）469
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療
法
に

は、

薬

草、

マ

ッ

サ

ー

ジ、

呪
文
が
あ
り

、

そ

れ

ら

は

ナ

ム

ヌ

ア

と

よ

ば
れ

る

民
間
治

療
者
た

ち
に

よ
っ

て

担
わ

れ

て

い

る
。

ト

ン

ゴ

ア

島

の

ナ

ム

ヌ

ア

の

治
療
は、

キ

リ
ス

ト

教
布
教
以
前
の

呪
文
や

供

物
儀
礼
を

用
い

た
治
療
か

ら
、

薬
草
中
心
の

治
療
へ

と

移
行
し
た

こ

と

が

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　

次
に
、

著
者
が

行
っ

た

西

洋
医
療
と

民
間
医
療
の

選
択
の

実
際
に

関
す

る

調
査
の

結
果
（
全
二
一

九

例
）

が

提
示
さ

れ

る
。

こ

こ

で、

民
間
医
療

が

選

択
さ

れ

た
事
例
の

検
討
か

ら、

霊

的
存
在
や

邪
術
な

ど

に

よ
っ

て

引

き

起
こ

さ

れ

る

カ

ス

ト

ム
・

シ

ッ

ク

が

疑
わ
れ

て

い

る

場

合
だ
け
で

は

な

く、

カ

ス

ト
ム
．

シ

ッ

ク

が

疑
わ
れ
て

い

な
い

場
合
に

も、

民
間
医
療
が

用
い

ら

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

が

明
ら

か

に

な

る
。

つ

ま
り、

民
間
医
療

は

カ

ス

ト

ム

．

シ

ッ

ク
、

西
洋
医
療
は

非
カ

ス

ト

ム
・

シ

ッ

ク

と

い

う

「

棲
み

分
け
」

で

は

な
い

状
況

、

先
取
り
し

て
い

う
な

ら
、

民
間
医
療
が

西
洋

医
療
の

対
処
す
る

病
気
の

領
域
も
そ
の

対
処
領
域
の

中
に

包
摂
す

る

と

い

う、

終
章
で

提
起
さ
れ

る

「

包
摂
」

論
的
な

状
況
が

予
言
さ
れ

る

の

で

あ
る

。

　

第
二

章
「

カ

ス

ト

ム
・

シ

ッ

ク
」

で

は
、

豊
富

な

事
例

を

用
い

な
が

ら、

第
一

章
で

言

及
さ

れ

た

カ

ス

ト

ム
・

シ

ッ

ク

に

つ

い

て

紹
介
さ

れ

て

い

る
。

カ

ス

ト

ム

・

シ

ッ

ク

の

原
因
と

な
る

の

は
、

 
ナ

エ

タ

マ

ッ

ト

と

よ

ば
れ

る

諸
精
霊

、

 
同
じ

く
ナ
エ

タ

マ

ッ

ト

と

よ

ば
れ

る

が

精
霊
と

は

明
確
に

区
別
さ

れ
る

死
霊、

 
邪
術
と
愛
の

呪
術、

 
ナ

タ

ン

ガ

ラ

サ

と

い

う
称
号
保
有
者
の

称
号
に

付
随
す
る
病
気
を

も
た

ら
す

力、

 
そ

の

ほ

か

の

カ

ス

ト
ム
・

シ

ッ

ク

（
食
物
禁

忌
、

膣
の

内

側
が

外
に

出
て

く

る

「

女
性
の

病
気
」

、

ペ

ニ

ス

が

体
の

内
側
に

入
り
込

む

「

男
性
の

病
気
」

、

ナ
ヴ

ィ

と

い

う

臓
器
が

所
定
の

位

置
か

ら

ず
れ

る

病
気）
、

で

あ
る
。

こ

こ

で

著
者
が

注
目
す
る

の

は
、

カ

ス

ト

ム

・

シ

ッ

ク

が
、

 
に

み

ら

れ
る

よ

う
に

け
っ

し
て

超
自
然
的
病
因
に

よ

る

も
の

だ

け

で

は

な
い

と

い

う
点

で

あ
る

。

そ

こ

か

ら
、

カ

ス

ト
ム
・

シ

ッ

ク

と

は
、

西
洋
医
療
に

よ
っ

て

適
切
に

対
処
す
る

こ

と

が

で

き
な
い

も
の
、

つ

ま

り
ト

ン

ゴ

ア

社
会
に

在

来
の

病
気
を

指
し

示

す

カ

テ
ゴ

リ

ー
で

あ
る

こ

と

が

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

　

箜．一
章
「

カ

ス

ト

ム
・

シ

ッ

ク

以
外
の

病
気
」

で

は、

カ

ス

ト

ム

・

シ

ッ

ク

以

外
の

病
気
を
、

 
調
査

集
落
の

母
語
で

あ
る

ナ

マ

ク

ラ

語
の

病
名

を

も

つ

病
気
と、

 
ピ

ジ

ン

に

あ

た
る

ピ

ス

ラ

マ

語
や

英
語
に

由
来
す
る

病
名
を
も
つ

病
気

、

に

分
け

て

紹
介
し

て

い

る
。

 
に

関
し
て
、

イ
マ

ム

と

ナ

マ

ン

と

い

う
二

つ

の

病

気
以

外
は

単
一

の

症

状
を
内

容
と

す

る

も

の
、

つ

ま
り
症
状
語
彙
で

あ
る

こ

と

が

特
徴
と

し
て

挙
げ
ら

れ

て

い

る
。

イ

マ

ム

と

ナ

マ

ン

に

つ

い

て

は

病
気
と

そ

の

原
因
が

は

っ

き

り

と

認

識
さ

れ

て

お

り、

い

っ

た

ん

病
気
が
イ

マ

ム

や
ナ

マ

ン

に

位
置
づ

け

ら
れ

る

と、

精
霊
や

邪
術
と

い

っ

た

病
因
の

介

在
は

疑
わ

れ

な

く
な

る
。

 
の

病

気
に

は
、

ガ
ン
、

デ

ン

グ

熱、

マ

ラ

リ
ア、

エ

イ
ズ
な

ど
が

挙
げ
ら

れ

て

お

り、

人
々

が

名
前
を

知
っ

て

い

て

も
症
状
や

原

因
に

対
し

て

そ

れ

ほ

ど

豊
富
な

知
識
を

持
っ

て

い

な
い

場
合
が

あ
る

こ

と

が

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

こ

こ

か

ら

著
者
は

、

保
健
省
の

キ
ャ

ン

ペ

ー

ン

や
メ

デ

ィ

ア

の

報
道
の

介

在
と

い

う

背
景
を
指
摘
し

て

い

る
。

そ

の

L
で

著
者
は

、

カ

ス

ト

ム

・

シ

ッ

ク

以
外
の

病
気
に

対
し

て

も
、

カ

ス

ト

ム

・

シ

ッ

ク

を

引
き
起
こ

す
病

因
の

介
在
が
想
定
さ

れ

る

場
合
や、

あ
る

い

は

想
定
さ

れ
な

く
て

も
対
症

療
法
的
に
、

ま

た
生

物
医
学
的
観
点
か

ら

病
名
に

与
え

ら
れ

た
病
気
に

対

し

て
、

民
間
医
療
の

療
法
が

用
い

ら

れ
て

い

る

と

い

う
「

包
摂
」

論
的
視

座
を

確
認
し

て

い

る
。

　

第
四

章
一

，

治

療
技
術
の

様
相
」

は、

ト

ン

ゴ

ア

島
の

民
問
医
療
の

治
療

470（686）
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書評 と紹介

技

術
に

つ

い

て

で

あ
る

。

ま
ず、

民

間
治
療
者
以

外
の
一

般
の

人
々

に

よ

る

病
気
へ

の

対
処
法
に

つ

い

て、

予
防
と

治
療
に

分
け

て

説
明
さ

れ

て

い

る
。

特
に

治
療
に

つ

い

て
、

カ

ス

ト
ム
・

シ

ッ

ク

に

対
処
す

る

た

め

の

技

術
が、

年
配
の

者
や

称
号

保
持
者
た
ち

に

よ
っ

て

担
わ

れ

る

傾

向
、

マ

ッ

サ

ー

ジ

の

技

術
が

お

も
に

年
配
の

女

性
た

ち
に

よ

っ

て

担
わ

れ

る

傾
向、

薬

草
利
用
が

中
核
を

占
め

る
こ

と
、

な

ど

が

挙
げ
ら

れ

て

い

る
。

次
に
、

民

間
治
療
者
ナ

ム

ヌ

ア

は
、

夢
見
、

問
診

、

ヴ

ィ

ジ

ョ

ン

と

い

う
依
拠
す

る｝．一
つ

の

技

術
に

よ

っ

て
、

三

グ
ル

ー

プ

に

分
類
さ

れ

て

い

る
。

そ

れ

ぞ

れ

の

民

間
治
療

者
は

、

、
伝

統
的
治
療
者
」

、
「
医

師
的
治

療
者
」 、

「

キ

リ

ス

ト

教
的
治
療
者
」

と
い

う
性
格
を
持
つ

と

位
置
づ

け

ら

れ、

そ
の

背
後

に

ト

ン

ゴ

ア

に

お

け

る

主

な

キ

リ
ス

ト

教

派
で

あ

る

長
老
派、

SDA

（
セ

ブ

ン

ス
・

デ

イ
・

ア

ド
ヴ
ェ

ン

テ

ィ

ス

ト）
、

リ
ヴ
ァ

イ

バ

ル

派
の

動
向
が

指
摘
さ

れ
る
。

酩
酊
作
用

を
も

た

ら

す

カ

ヴ

ァ

飲
み

の

慣
行
や
、

民

間
治
療
者
の

薬
草
知
識
を
教
示

す
る

精
霊
ナ

エ

タ

タ

ム

な

ど

の

伝
統
的

な

事
象
に

対
し

て
、

寛
容
な
長
老

派
と

排
他
的
な

SDA

・

リ

ヴ
ァ

イ
バ

ル

派
の

姿
勢
の

違
い

が
、

治
療
者
の

保
有
す
る

技

術
の

間
の

相

違
と

し

て

現
れ
る

の

で

あ
る

。

　
第
五

章
「

民
間
医
療
観
の

位
相
」

で

は
、

こ

こ

ま

で

議
論
し

て

き

た

ト

ン

ゴ

ア

島
の

人
々

の

民
間
医
療
に

対
す

る

見
方
に

つ

い

て、

PHC

（
プ

ラ

イ
マ

リ

i
・

ヘ

ル

ス
・

ケ

ア
）

や

メ

デ
ィ

ア

と

い

っ

た、

い

わ
ゆ

る

グ

ロ

ー
バ

ル

な

コ

ン

テ

ク
ス

ト
に

即

し

て

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

そ

れ
は、

著

者
が

提
起
す

る

「

包
摂
」

論
的
な

見
方
が

形
成
さ

れ

る

背
景
を

明
ら

か

に

す
る
作
業
と

な
っ

て

い

る
。

ま

ず、

薬
草
知
識
の

利
用

や

収
奪
へ

の

警
戒

に

関
す

る

著
者
自
身
の

経
験
に

基
づ

く

興
味
深
い

エ

ピ

ソ

ー

ド

か

ら、

薬

草
は
西
洋
医
療
の

立

場
か

ら

見
て

も

病
気
治
療
の

面
で

妥
当
性
を
持
つ

と

い

う

人
々

の

見

方
が

示
さ

れ
る。

そ
し

て
、

そ

の
背

景
と

し
て
、

政
府
の

民

間
医
療
へ

の

政
策
や
海
外
研
究

機
関
の

薬
草
調
査、

メ

デ
ィ

ア

報
道
な

ど

に

よ

っ

て、

西
洋
医
療
側
の

民
間
医
療
に

対
す
る

肯
定
的
な

ま

な

ざ

し

が

自

覚
化
さ

れ

た

こ

と
、

あ
る

い

は

デ

ン

グ

熱
の

流

行
を

契
機
と

し

て

西

洋
医

療
の

限
界
や

薬
草
の

持
つ

効
果
が

認

識
さ

れ
た

こ

と

が

挙
げ
ら

れ

て

い

る
。

　
終

章
の

二

つ

の

節
は
、

著
者
が

序
章
で

示

し

た

本
書
の

二

つ

の

目
的
に

対
応
し

て

い

る
。

そ

れ
は、

こ

こ

ま

で

提
示

し

て

き

た

事
例
や

展
開
し

て

き

た

議
論
を

基
に
、

著
者
の

視
座
を
世
に

問
う

も
の

だ
と

い

え

よ

う
。

ま

ず、

オ

セ

ア
ニ

ア

島
嶼
部
の

民
間
医
療
に

関
す

る
人

類
学
的
研
究
に

よ
る

「

棲
み

分
け

」

論
が
再
度
検
証
さ

れ、

そ

の

限
界
が

明
ら

か

に

さ

れ

た
上

で
、

著
者
独
自
の

「

包
摂
」

論
が

つ

い

に

概
念
化
さ

れ
る

。

そ

し

て、

ト

ン

ゴ

ア

島
の

人
々

の

「

包
摂
」

論
的
な

見
方
が

形
成
さ
れ

る

背
景
が

第
五

章
の

論
述
を

基
に

確
認
さ

れ、

そ

の

上

で

オ

セ

ア
ニ

ア

島
嶼
部
へ

の

「

包

摂
」

論
の

拡
張

可
能
性
が

示
唆
さ

れ
る

。

一

方
、

本
書
の

も

う
一

つ

の

問

題
で

あ
っ

た

近

代
と

伝
統
の

関
わ

り
合
い

に

つ

い

て
、

］

九
八

〇
年
代
と

九
〇

年
代
を

通
じ
て

メ

ラ

ネ
シ

ア

地
域

の

研
究
で
支
配
的
で

あ
っ

た
、

伝

統

的
な
事

象
と

西
洋
的
な

事
象
の

対
立

や

差
異
性
が

強
調
さ

れ

る
「

対

抗
・

創
造
」

論

的
な
見
方
が

検
証
さ

れ

る
。

こ

こ
で

の

著

者
の

主
張
は
、

本
書
で

扱
っ

た

ト

ン

ゴ

ア

島
民
の

民
間
医
療
観
を
め

ぐ
る

事
例
に

お

い

て

は、

「

対

抗
・

創
造
」

論
的
な

も

の

で

は

な
い

見
方

が

重
要
な

位
置
を

占

め

て

い

る

と

い

う
こ

と
で

あ
る

（｝

＝

一

頁）
。

つ

ま

り
、

事
例
に

登

場

す
る

個
々

人
の

中
に、

「

対
抗
・

創
造
」

論
的

な
見
方
も

存

在
す

る

の

だ

が
、

同
時
に

伝

統
的
な
事
象
と

西
洋
的
な

事
象
の

共
通
性
を
意
識
し

た

見

方
も

存
在
す

る

と

い

う
主

張
で

あ
る。

最
後
に
、

「

対

抗
・

創
造
」

論
的

〔687）471
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な
見
方
が

強
調
さ
れ
た
背
景
と

し

て
、

エ

リ
ー

ト

の

動
向
へ

の

研
究
の

傾

斜
が

指

摘
さ

れ、

非
エ

リ

ー

ト
の

人
々

の

日

常
的
実
践
へ

の

着
目
の

重
要

性
が

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　
以
上、

本
書
の

議
論
を
著
者
の

論
旨
に

沿
っ

て

概
観
し

て

き

た
。

少
し

普
で

あ
れ

ば、

本
書
は

精
霊
や
邪
術
に

よ

る

病、

あ

る

い

は

民
間
治
療
者

に

よ

る

治
療

儀
礼
と

い

う
テ

ー
マ

群
を

扱
う

い

わ

ゆ

る

宗
教
人
類
学
的
な

研

究
と

し

て

位
置
づ

け

る

こ

と

が

で

き

た

で

あ
ろ

う
。

し

か

し

な
が

ら、

本
書
で

は

民

間
医
療
を

西

洋
医
療
と

の

関
係
か

ら

論
じ

る

こ

と

に

よ
り、

つ

ま

り

「

近

代
／
伝
統
」

と

い

う
コ

ン

テ
ク

ス

ト

の

中
で

捉
え

な
お

す

こ

と

に

よ

り、

単
に

（
我
々

に

と
っ

て
）

神
秘
的
で

珍
し

い

も
の

と

し
て

で

は

な

い
、

「

彼
ら

」

に

と

っ

て

の

民
間
医
療
の

リ

ア

リ
テ

ィ

を

描
き

出
す

試
み

と

な
っ

て

い

る
。

そ

の

様
な

観
点
か

ら
、

以
下
二

点
ほ

ど

コ

メ

ン

ト

を

述
べ

て

お

く
。

　
一

点
目
は
、

終
章
第．
一

節
に

お

け

る

著
者
の

主
張
の

不
徹

底
な、

あ

る

い

は

不
明
瞭
な

点
に

つ

い

て

で

あ
る

。

終
章
で

指
摘
さ
れ

る

「

対
抗
・

創

造」

論
的
見
方
と

、

そ

う
で

は

な

い

見
方
の

共
存
に

つ

い

て、

著
者
は

脚

注
で

補
足
説
明
し

て

い

る

（
二

一

四

頁）
。

著
者
が

参
照
す
る

論
者
た

ち

に

よ

れ

ば、

「

対

抗
・

創
造
」

と

い

う

極

に

対
し

て

も

う
一

方
に

「

同

化
・

持
続
」

と

い

う
極
が

あ
り
、

そ

の

二

極
を
矛
盾
な
く

往
復
す

る

こ

と

が
、

攴
配
文
化
に

対
峙
す

る

人
々

の

生

活
世
界
確
保
の

た

め

の

戦
術
で

あ

る

と

評
者
自
身
は
解
釈
し

た

（
春
日

直
樹
「

経
済
−

　
　
世
界
シ

ス

テ
ム

の

中
の

文
化
」

米
山
俊
直
編
『

現
代
人
類
学
を

学
ぶ

人
の

た

め

に
」

世
界

思
想
社、

一

QOI

二

八
頁。

小
田

亮
「

ポ
ス

ト

モ

ダ
ン

人
類
学
の

代

価

ブ
リ

コ

ル

ー

ル

の

戦
術
と

生

活
の

場
の

人

類
学
」

『

国
立
民

族
学

博

物
館
研
究

報
告
』

二

一

巻
四

号、

八

〇
七
−

八

七

五

頁）
。

だ

が、

そ

の

よ
う
な
参
照
を
行
っ

た

上
で

の

著
者
の

主
張
に

は

物
足
り
な
さ

を

感
じ

ざ
る

を

え

な
い

。

「

対

抗
・

創
造
」

論
的
で

は

な
い

見
方
と

は

何
な

の

か

を
明
ら

か

に

し
た

上
で、

事
例
か

ら

二

つ

の

見
方
の

並

存
を

指
摘
す
る

に

と

ど

ま

ら

ず、

「

人
々

が

民

間
医
療
を
め

ぐ

る

自
分
た
ち

の

経
験
を
了

解

可

能
な

も

の

に
」

（
二
一

三

頁）

し
て

い

く

と

い

う
リ
ア

リ
テ

ィ

の

横…
築

過

程
と

し
て

の、

日

常
的
実
践
に

お

け

る

二

つ

の

見
方
の

運

用
状
況
ま

で

議
論
を
進
め

る

必
要
が

あ

っ

た
の

で

は

な
い

だ
ろ

う

か
。

ま

た
、

「

棲
み

分
け
」

論
に

対
す
る

「

包
摂
」

論
と

い

う
視
座
を

問
う
の

で

あ
れ

ば
、

そ

れ

が

「

対

抗
・

創
造
」

論
的
見
方
と

そ

う
で

は

な

い

見
方
の

共
存
と

、

ど

の

よ

う

な

関
係
に

あ
る

か

を

論
述
す
る

こ

と

も

要
求
さ

れ
る

べ

き

作
業
で

あ

ろ

う
。

以
上

指
摘
し

た

曖
昧
さ

は、

民
族
誌
デ

ー

タ

に

忠
実
に、

論
述

可
能
な

こ

と

だ

け
を

述
べ

て

い

く
エ

ス

ノ

グ
ラ

フ

ァ

ー

と

し

て

の

誠
実
さ

と

表
裏
一

体
の

部
分
で

は

あ
る
の

だ
が
、

客
観
的
記
述
に

某
つ

く
非
常
に

明
快
で

説
得
力
の

あ
る

議
論
が

展
開
さ

れ
る

本
書
に

お

い

て
、

著
者
の

視

座
を
検
証
す
る

上
で

も
回
避
す
べ

き
で

は
な

か

っ

た

の

で

は

な
い

か

と

考

え

る
。

　

も
う
一

点
は
、

「

近
代
／
伝

統
」

の

問
題

系
が

内
包
し

て

い

る

二

重
性

に

つ

い

て

で

あ
る

。

著
者
も

寄
稿
し

て

い

る

『

民
族
学
研
究
』

六

十
六

巻

二

号
で

組
ま
れ

た

「

〈

特
集
V

カ

ス

ト

ム

論
再
考

−
文
化
の

政

治
学
を

超
え

て
」

で

吉
岡
が

指
摘
し
て

い

る

よ

う
に

、

カ

ス

ト

ム

論
に

は
、

「
伝

統
の

政
治
学
」

と

「

文
化
の

政
治

学
」

の

二

つ

の

局
面
が

錯
綜
し

な
が
ら

存

在
し
て

い

る

（
吉

岡
正

徳
「

カ

ス

ト

ム

論

再
考

　
　
文
化
の

政
治
学
を

超
え

て
」

『

民

族
学
研
究
』

第
六

十
六

巻

第
二

号、

二

〇
〇
］

年、

一

八

一

頁）
。

そ
れ
を

言
い

換
え
れ
ば、

前
者
は

当
該
地
域
の

伝

統
を

語
る

権

472（688）
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利
を

め

ぐ

る

ポ

リ

テ

ィ

ッ

ク

ス
、

後
者
は

い

わ
ゆ

る

「
我
々

／
彼
ら

−

の

間
の

他
者
表
象
を
め

ぐ

る

問
題
で

あ
る

と

い

え
よ

う。

　

錯
綜
す

る

二

つ

の

局
面
を
あ
え

て

分
け

て

考
え

て

み

れ

ば
、

ト

ン

ゴ

ア

島
民
の

民
間
医
療
（
伝

統）

が

西
洋
医
療
〔
近
代）

を

「

包
摂
」

す

る、

ま

た

「

政
治

的
な

意
図

に

沿
っ

た

文
化
的
な

白
己
主
張
」

（
二

＝
二

頁
）

と

し

て

の

エ

リ
ー

ト

の

「

対
抗
・

創
造
」

論
に

対
し
て

非
エ

リ

ー

ト

の

口

常
的
実
践
へ

と

着
目
す

る

と

い

う

著
者
の

論
点
は、

「

伝
統
の

政
治
学
」

の

局
面
に

よ
り
比
重
を
お

い

た

も

の

だ

と

い

え

る
。

そ

こ

で

は

「

文
化
の

政
治
学
」

に

お

い

て

問
題
視
さ
れ

る、

被
調
査

者
の

生
活

世
界
を
解
釈
し

語
る

調
査

者
の

認
識

論
的
二

分
法
と

し
て

の

「

我
々

（
近

代
）

／
彼

ら

（
伝
統）
」

と

い

う
構
図
は

保
存
さ

れ

た

ま

ま

で

あ
る
。

　

で

は

仮
に
、

「

文
化
の

政
治

学
」

に

身
を

寄
り

添
わ

せ

て

考
え
て

み

た

と

き、

西

洋
医
療
を

も

内
包
す
る

カ

ス

ト

ム
・

メ

レ

シ

ン

と

は、

ど

の

よ

う

に

語
る

こ

と

が

可
能
で

あ
ろ

う
か

。

評
者
は、

著
者
も

十
分
に

指

摘
す

る

グ
ロ

ー
バ

ル

化
に

お

い

て

資
源
の

選
択
可
能
性
が

広
が
る

中、

人

々

が

「

い

ま
−

こ

こ
」

と

い

う

限
定
さ

れ
た

状
況

内
で

行
う
カ

ス

ト

ム
・

メ

レ

シ

ン

の

実
践
と

は
、

病
気
と
い

う

苦
し

み

か

ら

逃
れ
出
る

た

め

の、

我
々

も
ま
っ

た

く
同
じ

よ

う

に

行
う
手

持
ち

の

資
源
の

で

き

る
限
り

の

運
用
の

様
相
で

あ
る

と

考
え
る

（
も
ち

ろ

ん
、

資
源
の

配
分
は

異
な

る

の

だ

が
）

。

そ
の

と

き
、

カ

ス

ト

ム

・

メ

レ

シ

ン

と

は
、

す
で

に

西
洋

医
療
に

対
す
る

民
間
医
療
で

は

な
・

＼

む

し

ろ

双

方
を

内
包
し
た

当
該
地
域
の

医
療
的
な

生
活

世
界
そ
の

も

の

と

い

う
こ

と

に

な
る

。

「

近

代
／

伝
統
」

や

「

西
洋

医

療
／
民

問
医
療
」

と

い

う、

「

我
々

／
彼
ら

」

の

間
に

気
づ

か

ぬ

う

ち

に

忍
び
込
も

う
と

す

る

二

分
法
を

回
避
す

る

契

機
を、

そ
こ

に

見
出
し
た

い
。

、

我
々
」

に

と

っ

て

の

珍
し

さ

と、

「

彼
ら
」

に

と
っ

て

の

意
味
の

先

（
間
？
）

に

あ

る

も
の

。

著
者
の

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

か

ら

明
ら

か

に

な

っ

た

の

は、

実
は

「

近
代

／
伝
統
」

と

い

う

問．
題
設
定
を
す
り
抜
け

相
対

化

す
る
、

調
査

地
の

民

間
医
療
を

め

ぐ

る

経
験
の
リ

ア

リ
テ

ィ

で

は

な

か

っ

た

か
。

　
本
書
の

ま
え

が

き

で

も

述
べ

ら

れ
て

い

る

よ

う
に
、

著
者
の

問
題
関
心

は

「

国
際
医
療
協
力
の

現
場
で

培
わ
れ
た
そ

れ

ま

で

の

自
分
の

民
間
医
療

に

対
す

る
理

解
を

相
対
化
し

よ

う
と

す
る

試
み

の

中
で

形
を
な

し

て

き

た
」

（
三

頁）

も
の

で

あ
る

。

海
外

青
年
協
力

隊
員
と

し

て
、

そ

し

て

人

類

学
者
と
し
て、

「

近
代
／
伝

統
」

の

二

分
法

を

文
字

通
り

身
を
も

っ

て

経

験
し

た

著
者
が、

そ

の

二

分

法
に

誠
実
に

直

面
し

な
が

ら

な
し
え

た
確

か

な
貢

献
と

し

て

評
者
は

本
書
を

評
価
す

る
。

地
域
は

違
え

ど
も、

著

者

の

後
ろ

を
進
む

も

の

と

し

て

次
に

期

待
す

る

の

は、
「

我
々

／
彼
ら
」

の

間
に

い

と

も

簡

単
に

侵
入
し

て

く

る

二

分
法

自
体
を

ズ
ラ

し
、

揺
る

が

せ
、

乗
り
越
え

る

よ

う

な

試
み

で

あ
る

こ

と

を

述
べ

て、

締
め

く
く

り

た

い
D
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